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１． 目 的  

大阪府の生めん類の製造量は 20,763t である（2005 年度農水省米麦加工食品生産動態等

統計調査 )が・出荷量調整用として大目に生産することが多い。消費期限内に販売されなか

っためん類は廃棄されるが・その量は生産量の 10~20%にのぼるといわれている。  
本研究では・出荷量調整用に作りすぎ・消費期限の切れ等により廃棄されるめん類（廃

棄めん類）について・酵母を用いたエタノール発酵の効率化と発酵残さの養魚用の飼料と

しての利用に関する検討を行った。  
２． 方 法  
1) 廃棄めん類の酸糖化：廃棄めん類 5g に対し・1N 塩酸を 50mL 加えて・ホモジナイザ

ーを用いて懸濁し・100�沸騰水中で 120 分糖化させた。また・1N 硫酸を用いたオー

トクレーブ処理（121℃30 分）を行った。  
2) 連続発酵における廃棄めん類糖化液の発酵効率の評価：連続式簡易リアクターとし

て・パン酵母を包埋したアルギン酸カルシウムゲルを有効容積 150mL のガラス管内に

充填し・5%グルコース溶液・または・廃棄めん類の酸糖化液をガラス管下方から毎分

0.5mL（滞留時間 300 分）流入させ・エタノール発酵効率を測定した。  
3) 養魚用飼料としての可能性の確認：ヒラメ（20 尾 /水槽）・クロダイ (30 尾 /水槽 )の幼魚

に対して乾燥発酵残さを市販配合飼料に最大 30%混合し・4 週間の給餌試験を行った。

給餌量は 1 日に体重の 5%とし・生存率と平均増重率を測定した。  
３． 結果および考察  
1) 廃棄麺の酸糖化：廃棄麺の簡易な分解法として・酸による煮沸処理（100℃・120 分）

を行ったところ・糖化効率は 1N 塩酸の場

合 40%であった。また・1N 硫酸を用いてオ

ートクレーブ処理したところ 99%の糖化効

率が得られた。  
2) 連続発酵による発酵速度の改善：廃棄めん

類糖化液をパン酵母リアクターで処理した

ところ・グルコース溶液と同様なエタノー

ル産生と糖濃度の減少が認められ（図 -1）・
今回の実験条件においては・廃棄めん類由

来の糖化液は・問題なくエタノール発酵で

きることが示された。本試験の滞留時間

（300 分）の場合・リアクター1000L に対しては流速が毎分 3.3L となり・発酵後のエ

タノール濃度を 2.0%とすると 1 時間あたりの生産量は約 4L になると推算された。  
3) 養魚用飼料としての可能性の確認：クロダイ・ヒラメ稚魚への給餌結果：発酵残さの

混合比率を 0%・10%・20%・30%として・4 週間の飼育試験を行ったところ・生存率・

2~4 週の体重増加率において・いずれの試験区でも・有意差が見られず・発酵残さは

市販配合飼料と同等の飼料価値があることが示された。  

図 -1 廃棄めん類糖化液がエタノール  
発酵に及ぼす影響  
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